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１． はじめに 
電子部品に関する欧州の RoHS指令等，有害重金
属元素に関する使用制限が進められてきている．

RoHS 指令では今のところ蛍光灯に使用される水銀
は例外的に認められているが，数量が莫大であり，

廃棄時の問題が大きい．蛍光灯は白熱電球より高効

率であり，省エネには大変有効であるだけに，これ

に替わる高効率な照明デバイスの開発が求められて

いる． 

次世代薄型ディスプレイにも応用できる発光デバ

イスとして，有機 EL 素子が注目されている．有機
EL は低電圧で高効率発光が可能であり，照明用の
面発光デバイスとしても有望である．しかし，有機

EL 発光材料は有機物であるがゆえに，大気中の酸
素や水分によって分解されやすく不安定という欠点

がある．これら有機発光材料を，より安定な無機母

材中に分散することができれば，有機 EL 材料の安
定化が可能になり，長寿命化が期待される． 

更に，このように有機・無機をハイブリッド化す

ることのもう 1つの利点として，多色の発光材料を
混合できることが挙げられる．光の 3原色（赤・緑・
青：英語の頭文字を取って RGB と略される）の発
光を示す 3種類の材料を適切に混ぜ合わせ，無機母
材中に高度に分散することで白色発光体を作製する

ことが可能になる．低電圧駆動で高効率な発光素子

としては，白色発光ダイオード(LED)も挙げられる
が，これは一般には青色 LED の一部の青色光を用
いて黄色の蛍光体を励起して発光させ，補色の関係 
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にある青色と黄色の合成で白色を得ているに過ぎな

い（図 1）．このような照明では 600nmより長波長
側の赤色光の成分が乏しく，演色性に欠けるという

弱点がある．これに対し，ハイブリッド発光体では，

1 層中に 3色を適切に混合することにより，演色性
が良く大面積化が容易という，理想的な面発光デバ

イスが作製できる． 

 本事業では，有機・無機ハイブリッド発光体につ

いてその作製および特性評価技術を開発するととも

に，面発光デバイス等への応用を検討する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 市販の白色 LED の発光スペクトル．450nm
付近のシャープなピークが青色 LED に由来するも
のであり，この青色光で 560nm 付近にブロードな
ピークを持つ黄色（～黄緑色）蛍光体を光らせるこ

とによりトータルで白色を得ていることが分かる． 
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図 2 開発したπ共役高分子 EL材料．a)レッド(R)，b)グリーン(G)および c)ブルー(B)に発光する． 
 

 

２． 事業概要 
 本事業では，有機・無機白色発光体の開発を進め

るにあたり，次の 4つのステージを設ける． 
(i)  RGBの 3色に相当する有機 EL材料を設計・合
成する 

(ii) 無機母材中に各色の EL 材料を分散し，ハイブ
リッド発光体を作製する．光学特性や分散性を

適切に評価し，(i)にフィードバックする 
(iii) 3色の発光材料を適切に混合した 1層のハイブ
リッド発光体を作製する．白色度合いを評価し，

(i)および(ii)にフィードバックする 
(iv) 有機 EL 材料同士の混合比だけでなく，無機母
材との組成比も検討する．ハイブリッド発光体

の電気特性等も評価し，電界発光デバイスへの

応用展開を図る 

H18年度は，(i)～(ii)のステージにおける研究を行っ
た． 

 

３． 開発した発光材料 
有機 EL 材料は低分子のものと高分子のものに分
類される．このうち高分子のものはスピンコート法

や印刷法等による大気中での成膜が可能であり，ま

た分子量，重合比および末端修飾基など設計の自由

度も高い．ここでは，導電性や非線形光学特性を付

与できる有望な電子・光学材料であるπ共役高分子

を用いた．これらのπ共役高分子を設計・合成し，

その組成比，末端基等を適切にモディファイするこ

とにより，無機母材中に高度に分散し，かつ RGB
各色に相当する発光特性を示す 3種類の有機 EL材
料を得ることができた．これらの高分子は上述のよ
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